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株式会社ミライト・テクノロジーズ　小笠原 健太

シールドとう道危険予測技術開発を通して
得たもの

　平成29年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になっています。１年強
が過ぎ、研修期間も折り返し地点に
差し掛りました。
　私は入社以来、主として地下管路
マンホールの施工管理業務に従事し
ていました。研究開発は初めての経
験であり、研究所に着任経験のある
先輩方からは、何世代も先の研究を
しているとお話をうかがった記憶が
あります。私が開発員としての異動
を命じられた当時は、最先端の研究
に貢献できるのか不安を抱いていま
した。しかし、今ではNTT社員の
皆様、先輩開発員の皆様によるご指
導や交流により、公私ともに大変充
実した日々を送っています。
　私は、シビルシステムプロジェク
トコンクリート構造系グループに所
属し、「シールドとう道の危険予測
技術開発」に取り組んでいます。
　シールドとう道は、主要都市部の
地下10～50ｍもの深い位置に埋設
され、図１のようにセグメントリン
グと呼ばれる鋼材（１次覆工）とセ
グメントリングを覆うコンクリート
（２次覆工）とで構成されています。
NTTのシールドとう道は、内空間
に通信ケーブルを収容し、通信網を
構築している重要な基盤設備で、建
設から30年以上経過する設備が５

割を超え、その中には50年以上建
設年度が経過する設備もあります。
設置環境から更改・撤去が困難で、
設備事故による社内外への影響が甚
大であるため、正確な状態把握と今
後の適正な管理が求められています。
　本研究では、図２のようにシール
ドとう道の劣化曲線を予測し、精密
点検基準や補強基準、点検周期を策
定することで、今後の維持・保守に
活かすことを目的としています。
　シールドとう道はNTTだけでな
く、他事業でも使用されています。
地下道路トンネルや地下鉄道トンネ
ルなど、社会基盤設備として重要な
構造物ですが、経年劣化に関して解
明されておらず、先端の研究分野で
す。
　シールドとう道の構造耐力は、工
法上、１次覆工で外力を受け持てる
よう設計されており、２次覆工は１
次覆工部材の劣化抑制と内空間の利
用を考慮して、コンクリートでトン
ネル内空を覆っています。そのた
め、２次覆工に覆われた１次覆工に
おいては、その計測が困難で、デー
タ自体がほとんど存在せず、経年劣
化状態は知られていませんでした。
　平成29年度は検証データ取得の
ため、２次覆工を修繕するとう道を
活用し、１次覆工の肉厚測定、腐食
状況・成分分析、漏水状況、水質調

査を行いました。現在は、調査デー
タから得られた劣化影響の考察を基
に加速試験モデルを模索し、腐食因
子・進行の究明に取り組んでいます。
また、実物モデルの実証実験が困難
なため、FEM解析モデルを用いて、
シールドとう道の破壊状態判定を検
討しています。
　研究業務に従事し、改めて規格・
基準とはさまざまな要因分析、検証
を積み重ねて得られた結晶であると
実感しています。以前は、規格に基
づいた施工を行う立場でしたが、自
身の研究成果が規格・基準となるこ
とは、いかに重大な職務であるか、
日々身の引き締まる想いで取り組ん
でいます。
　研究所では、研究への取組方法や
課題抽出・分析、解決に向かうため
の論理的な考え方など、研究のみな
らず、今後物事を進めていく上でも
非常に意義のある手段、手法をご教
授いただいています。習慣的に用い
られるように今後も磨きたいと考え
ています。
　最後になりましたが、このような
機会を与えていただきましたNTT
様をはじめ、情報通信エンジニアリ
ング協会様、そして温かく送り出し
て下さった自社の方々に心より感謝
し、この場をお借りして御礼申し上
げます。図１　シールドとう道構造 図２　劣化曲線イメージ図
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　平成29年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所の開発員と
してお世話になっています。早いも
ので１年が過ぎ、研修期間も残り半
分となりました。
　私は自社へ入社してから、基盤系
の一般総合工事の施工管理に従事し
てきました。これまで研究開発業務
に携わった経験がなく、さらに初め
ての単身赴任ということで、期待と
不安を感じつつ着任いたしました。
着任後は、NTT社員の皆様による
温かいご指導や、同じ境遇である先
輩開発員、同期の開発員との交流に
より、公私にわたり充実した日々を
過ごしています。
　私が所属しているシビルシステム
プロジェクト・管路系グループ被災
予測チームでは、過去の大規模地震
後の点検データ等を基に、地震によ
り被災しやすい地下管路を抽出・順
位付けを行い、効率的かつ効果的に
耐震対策を実施できる被災予測技術
の確立を目指し、研究開発を行って
おります。
　この研究開発の背景として、
NTT様が全国で保有している総延
長約62万kmにわたる膨大な量の地
下管路のうち、約８割が耐震性の低
い旧規格設備だということが挙げら
れます。旧規格設備は、図１のよう
に多数の被災事例が確認されている
ことから、耐震対策の早期実施が望

まれています。しかし、費用や時間
を考えると、すべての設備に対策を
実施することは難しいという課題が
ありました。地下管路は金属管と硬
質ビニル管の２種類に分類されま
す。腐食劣化等が多く確認されてい
た金属管については、先行して研究
開発が行われ、既に被災予測技術が
確立し、事業導入されています。そ
こで私は、研究開発が進んでいない
硬質ビニル管を対象に、被災予測技
術の適用拡大を目指して取り組んで
います。
　着任当初、被災予測チームで研修
するにあたり、地震に関する専門知
識もなく不安でしたが、この１年間
の研究テーマは自社での現場経験で
見慣れていた硬質ビニル管におい
て、経年的な強度変化や劣化の有無
を把握することでした。実際に埋設
されていた硬質ビニル管を撤去・収
集し、図２のように継手強度把握試
験を実施し、個々の設備ごとに強度
測定を行いました。その他に、接着
剤の劣化分析や接着面の状態観察等
を行い、硬質ビニル管の実態把握に
つながる新たな知見を得ることがで
き、研究開発の一部に携れたことは
良い経験となりました。
　開発員研修を通じて得たものは、
発表を行う場が多くあることから、
発表に関するスキルが向上したこと
です。シビルシステムプロジェクト

では、四半期ごとにNTT社員の皆
様へ開発員研修報告会、年度末に開
発員研修の総まとめである技術開発
報告会を実施しています。報告書や
発表スライドを何度も作り直し、聞
き手に伝わりやすい発表にするた
め、練習を積み重ね本番に臨みまし
た。また、土木学会主催のシンポジ
ウムにおいて、成果を論文としてま
とめ、発表する場をいただけたこと
も、大きな経験の１つです。これま
での自社の業務では、人前で発表す
る場はほとんどなく、発表に関して
まったく自信がありませんでした。
土木分野や地震を専門としている大
勢の先生方が公聴している中だった
こともあり、緊張でうまく発表でき
ませんでしたが、大変貴重な経験で
した。さらに今年度は、８月の土木
学会全国大会年次学術講演会におい
て、発表させていただく予定です。
残り１年弱の研修期間で、多くの経
験ができるように最後まで精一杯取
り組みたいと思います。また、出会
いを大切に、たくさんの方々とのつ
ながりを築きたいです。
　最後になりますが、このような機
会を与えていただきましたNTT様
をはじめ、情報通信エンジニアリン
グ協会様、そして期待を持って送り
出して下さった自社の方々に心より
感謝し、この場をお借りして厚く御
礼申し上げます。

日本コムシス株式会社　金次 良

初めての研究開発業務と開発員研修を通して
得たもの

図１　地震による被災状況 図２　引張試験状況
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荷重可視化方法の検討と研究開発業務を通して
得たもの

　平成29年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になり、２年間の研修期
間も残すところ８カ月となりました。
　私は入社以来、設計業務および施
工管理業務に従事してきたため、研
究開発業務はVE・VA提案や新規物
品・工法を確認する部分でしか関わ
りがなく、遠く感じていました。そ
んな中、開発員研修という機会を得
て、開発業務に携わらせていただけ
ることとなりました。当時は初めて
出身地である北海道を離れて単身赴
任で生活する不安と、開発業務への
期待を胸に着任したのを覚えていま
す。着任後はNTT社員の皆様をは
じめ、同じ立場の開発員の方々との
交流を深めることで不安は払拭さ
れ、また、ゴルフや各種イベントに
参加し、公私共に充実した日々を過
ごしています。
　私が所属している光アクセス網プ
ロジェクト媒体網設計グループで
は、「オール光化時代を見据えたア
クセス網構成技術」の研究を行って
います。その中で私は、電柱・つり
線・支線などの架空構造物設計技術
に関する開発業務に携わっています。
　昨年度は、架空構造物の長期利用
を妨げる劣化要因の１つである不平
衡荷重特定に向けて、新技術である
MMS（GPSと同期したレーザス

キャナやカメラを搭載した車両）か
ら得られる３次元座標データを用い
て、架空構造物にかかる荷重を可視
化する方法について検討を行いまし
た。過去に類似した研究例がなく、
新しいテーマであるため、非常にや
りがいを感じた反面、成果を出すこ
とへの大きなプレッシャーも感じま
した。このテーマの検討を進めるに
あたり、必要な点群の取得がなかな
か上手くいかず、失敗に終わってし
まうのではないかと大きな不安を感
じることもありました。しかし、失
敗も立派な研究の一環だと教えてい
ただき、失敗の要因分析と座標取得
方法の検討を粘り強く行うことで、
一定条件下での荷重可視化を可能と
する成果を出すことができました。
また、さまざまな検証設備の構築や
ソフト開発の構築プロセスを学ぶ機
会に恵まれ、中でも荷重可視化ツー
ルの開発では、自ら計算ロジックを
確認し、多くの意見を採用していた
だくなど、仕様提示から納品まで携
わることができ、大変貴重な経験と
なりました。余談ですが、『V-LOAD』
というツール名を決めさせていただ
けたのも良い思い出になりました。
　そして、昨年度末に開催された
「開発員研修技術開発報告会」では、
本研究テーマで取り組んできた成果
を大勢の方々の前で発表させていた

だきました。限られた時間・ページ
数の中、自分の伝えたい内容を上手
く伝えることの難しさに、苦悩と苦
労の日々でした。しかし、NTT社
員皆様方のご指導により無事発表を
終え、いただいたご質問に対しても
自信を持って自分の意見を伝えるこ
とができ、納得のいく報告ができた
と思っています。
　今回の開発員研修を通じて、分析
や検証等の技術的な手法や資料作成
から発表まで幅広い知識と経験を得
ることができました。この多くの経
験は、私の今後の業務に限らず、さ
まざまな場面で自身への大きな糧と
なって生かされていくと確信してお
ります。
　最後になりましたが、公私にわた
り、NTT社員の皆様や全国の通信
建設会社から来られている開発員の
方々と親睦を深め、つながりを築け
たことはかけがえのない財産となり
ます。今回このような貴重な機会を
与えてくださったNTT様をはじめ、
情報通信エンジニアリング協会様、
そして温かく送り出してくださった
自社の方々に心より感謝し、この場
をお借りして御礼申し上げます。残
された研修期間は荷重可視化100％
と富士山登頂という目標達成に向
け、悔いを残さぬよう全力で取り組
んで行きます。

図　３次元座標データを用いた荷重可視化


